
リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックについて 

 Ⅰ リオ大会について 

 Ⅱ リオ大会における取組 

  ○ オリンピック競技大会 

  ・会    期：平成２８年８月５日（金）～２１日（日）【１７日間】 
  ・競技・種目数：２８競技３０６種目 
  ・日本選手団：３３８名（２７競技）、関係者２６３名 
  ・延べ派遣職員数（オリンピック・パラリンピック準備局） 
         ：大会運営を学ぶオブザーバープログラム ３５名 
          ジャパンハウスの運営や事前キャンプＰＲなど ３６名 

○ パラリンピック競技大会 
・会    期：平成２８年９月７日（水）～１８日（日）【１２日間】      
・競技・種目数：２２競技５２８種目 
・日本選手団：１３２名（１７競技）、関係者１００名 
・延べ派遣職員数（オリンピック・パラリンピック準備局） 
       ：大会運営を学ぶオブザーバープログラム ２９名 
        ジャパンハウスの運営や事前キャンプＰＲなど ３６名 
 

○ ＴＯＫＹＯ 2020 ＪＡＰＡＮ ＨＯＵＳＥ 

・大会期間中、８万人を超える市民や観戦者、オリンピック・パラリンピック関係者が来場するとともに、国内外の多くの取材を受け、日本のＰＲ拠点としての 
 機能を果たした。（主催 ：東京都、 東京2020組織委員会、ＪＯＣ、ＪＰＣ） 
・東京の魅力発信だけではなく、全国４６道府県の展示やステージ、体験による日本文化の紹介を行い、都がオールジャパンのＰＲを実施 
 

会場：シダージ・ダス・アルテス内 東京都ＰＲコーナー ステージイベント(木遣･梯子乗り) 日本文化体験コーナー 日本選手記者会見 

○ 事前キャンプＰＲ 
・東京大会における事前キャンプ誘致に向け、各国ＮＯＣ・ＮＰＣとの個別面会などの誘致活動を行い、都内区市町村に加え、 
 被災３県を始めとする全国４６道府県の事前キャンプ候補地等のＰＲを実施 

○ フラッグハンドオーバーセレモニー 

○ 東京2020ライブサイトin2016-リオから東京へ- 

・大会期間中、大型ビジョンでの大会生中継、アスリートや各地域の 
 児童・生徒等によるステージイベント、各種競技体験等を実施し、 
 大会開催気運を盛り上げ 
・上野恩賜公園、国営昭和記念公園及び東北の被災３県に会場を設け、 
 期間中約３５万人が来場 
・本番に向けて、セキュリティ対策、暑さ対策などのトライアルを実施 
 

上野会場 立川会場 被災地会場(宮城県) 

・オリンピック・パラリンピック両大会の閉会式において、次回開催都市東京を全世界にＰＲするプレゼンテーションを実施 
・東日本大震災への支援、東京を開催都市として選んでくれたことなどへの世界中に向けた感謝の意を、被災３県及び都内の子供たちの参加による人文字で発信 
・オリンピック閉会式では、｢ＬＯＶＥ ＳＰＯＲＴ｣というテーマで、世界に誇るアニメなどのクールジャパンコンテンツや、日本 
 ならではの礼儀作法を取り入れ、「東京はもう準備運動を始めている」と発信 
・パラリンピック閉会式では、｢ＰＯＳＩＴＩＶＥ ＳＷＩＴＣＨ｣というテーマで、障害を乗り越えて自信と魅力に溢れた若者たち 
 にスポットライトを当て、障害のある人もない人も尊重し合う社会を実現していくことを発信 
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